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10:00

ステップ１：はじめに

20分 ・市長の挨拶

・本日の市民討議会の目的と一昨年の成果について紹介します

・本日のプログラムを説明します

10:20

ステップ２：グループで自己紹介『わたしにとっての伊予市の風景』

5分 ・テーブルに用意した伊予市の昔の写真と、皆さんが持ち寄られた写真の中か

ら『これぞ わたしにとっての伊予市の風景』と思える写真を一枚選んで、そ

のこころを自己紹介カードに書いてください。

※お持ちになった写真の裏にグループ番号とお名前書いてを貼ってください。

25分 ・自己紹介カードをグループの中で順番に紹介してください。

10:50

ステップ３：これぞ『伊予市の風景』ベスト３を選んでみよう！

20分 ・皆さんが選んだ写真の中から、次の３つの項目それぞれのベスト１をグルー

プで話し合って選んでください。

①「これぞ 伊予市のコミュニティの風景」

②「これぞ 伊予市の幸せな暮らしの風景」

③「これぞ 伊予市の○○○の風景」

2022.9.25（日）

iyo

2022

ラウンド１：昔の『伊予市の風景』について話そう

ラウンド２：これからの『伊予市のなりたい未来』を生み出すアイデアを集

めよう

ラウンド３：2030年までに実現したい『伊予市のなりたい未来プロジェクト』

を進めるアクションプログラムを提案しよう！

第１ラウンド 昔の『伊予市の風景』について話そう

テーマ
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11:10

ステップ４：グループで選んだ『伊予市の風景』ベスト３を共有します

30分 ・ステップ３で各グループが選んだ『伊予市の風景』ベスト３を全体の場で発

表してもらいます。

11:40

ステップ５：若手職員より、伊予市の未来について考えていただきたいことを

お話しします

20分 ・現在庁内では、若手職員が2030年に向けて、「伊予市のなりたい未来」を検

討しています。市民の皆さんと一緒に実現していきたいまちづくりテーマと

その課題について、３つのチームからお話しします。

昼休み（60分）

12:50までに席にお戻り下さい。

くじ引きで午後のグループ分けをします。

13:00

ステップ６：これからの伊予市のなりたい未来を生み出すためのヒントを

ワールド・カフェ方式で考えます

※全体で10グループ構成とし、３つのまちづくりテーマについて、それぞれの

グループでそれぞれ分担して受け持ちます。

20分 ・グループで話し合いながら、まちづくりテーマを実現するためのアイデア

をポストイットに書いて貼ってください。

20分 ・今いるテーブルとは違うテーブルに移動してください。

・まちづくりテーマを実現するためのアイデアをポストイットに書いて貼っ

てください。

20分 ・今いるテーブルとは違うテーブルに移動してください。

・まちづくりテーマを実現するためのアイデアをポストイットに書いて貼っ

てください。

第２ラウンド これからの『伊予市のなりたい未来』を生み出すアイデアを集めよう

第１テーマ『誰一人取り残さない伊予市のコミュニティ』

第２テーマ『人に自慢したくなる伊予市の姿』

第３テーマ『デジタル時代の伊予市の暮らし』
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休憩（15分）

最初のグループテーブルに移動してください。

14:15

ステップ７：ステップ６で残されたポストイットをヒントに、それぞれのまちづくり

テーマについて具体的なアクションプランを提案してください

50分 ・まちづくりテーマについて、テーブルに用意したイメージ写真の中から３枚

を選んで、テーマを写真で表現してください。

・ステップ６で残されたポストイットを参考にして、なりたい未来を実現する

具体的な提案をグループで話し合ってポストイットに書き出してください。

・書き出したポストイットを確認しながら表に整理してください。

・「2030年になりたい伊予市の未来」を考え、目標を設定してください。

・グループの司会は大学生の方にお願いします。

第３ラウンド 2030年までに実現したい『伊予市のなりたい未来プロジェクト』を進める

アクションプログラムを提案しよう！
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15:05

ステップ８：新しい『伊予市のなりたい未来プロジェクト』実現のための

具体的なアクションプランを発表してもらいます

40分 ・グループで分担して考えた『伊予のなりたい未来プロジェクト』のアクショ

ンプランを発表してもらいます。

・発表は職員、大学生以外の方にお願いします。

15:45

ステップ９：まとめ

10分 ・本日の市民討議会の内容と意義について、伊予市よりコメントしてもらいま

す。

５分 ・最後に簡単なアンケートをお願いします。


